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検証：｢組合せを最適化して層別化｣

「DNAメチル化を指標としたアルツハイマー病の
診断及び層別化血液バイオマーカーの開発（2）」

Cg事例1 Cg事例2

研究概要

研究者からのお願い (ニーズ)

• アルツハイマー病では多くの領域でDNAメチル化量が変化している。

• COASY 遺伝子プロモーター領域の血液DNAメチル化量の測定は、
アルツハイマー病及び軽度認知障害 (MCI)の診断に有用となる。

• DNAメチル化量が変化する新たな候補領域を131部位見出した。

⇒アルツハイマー病を血液検査によって層別化する

・実用化 (PMDA申請)に向けた共同研究開発、新規標的の共同探索 製品化


